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「甘栗キャッチャー」登場！ 

 株式会社東洋（本社：埼玉県北本市/代表取締役 中村秀夫） が経営する、１店舗当たりのクレーンゲーム設置台

数が２４０台でギネス世界記録に認定されている 「世界一のゲームセンター エブリデイ行田店（埼玉県行田市）」は、
２０１７年９月２１日（木）から、秋の味覚キャッチャー第１弾として、甘栗 が景品で獲れる【甘栗キャッチャー】を本格
稼働させました。 

 甘栗キャッチャーは、９月１４日から登場し、“まるで栗拾いをしている様”に、アームの開閉に連動して、トングが開
いたり、掴んだりするのが最大の特徴の変わり種クレーンゲームです。アームの先端に改造をしてトングを付け、トン
グで景品の甘栗を獲って頂く為、登場から１週間、問題なく動作するか、景品は獲れるのかなどの様子を見ましたが、
問題なく景品が獲れる為、この度、本格稼働開始致しました。 
 

 “秋の味覚”がコンセプトの秋の味覚キャッチャーですが、第１弾として、“栗”を選んだのには理由があり、埼玉では、
県内ほぼ全域で栽培されており、県内の果樹栽培面積では“栗”が最大で、その面積は６９９ヘクタールにおよび、生
産量は７５５トンで全国５位（※埼玉県公式ホームページより）という、全国で有数の栗の産地としても知られています
が、まだまだ埼玉県の魅力を知らない方も多いのが現状で、埼玉県をより知って頂けたらという思いで、“栗”を、秋
の味覚キャッチャーの第１弾のテーマに選びました。 
 

 甘栗キャッチャーを立案した担当者によると、『 “栗拾い”をモチーフにしているので、本当は、イガグリを景品で使

いたかった。しかし衛生上や、生の栗の鮮度管理などの問題があった為、代わりに、獲ったらすぐに美味しく食べて
頂ける甘栗を景品に採用しました。』との事。 
 

 世界一のゲームセンター エブリデイ行田店では、秋の味覚キャッチャー第２弾で、秋刀魚や松茸など他にも秋の味

覚はたくさんありますが、鮮度管理や、景品価格の問題などの問題から、どうしたら景品として提供出来るか、現在
真剣に考えております。 
 

↑アームの開閉に連動して開いたり閉じたりする
トングで、栗拾いの様に景品を掴んでGETする 

↑「甘栗キャッチャー」のポスター ↑景品の「甘栗」の写真 
 （ＧＥＴしたら、すぐに食べられる） 

秋の味覚キャッチャー 第１弾!! 

秋の味覚をトングでつかんで収穫する、変わり種クレーンゲーム！? 


